
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 23 年 4 月 1 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究分野：日本文学 
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１．研究計画の概要 

(1)基礎的データの整備 

 ①近世前期発行書籍目録類より、書籍価格
記事のあるものについて、データベース
を作成する。 

 ②近世後期、各版元発行の蔵版目録につい
て、価格記入のあるものをデータベース
化する。 

 ③各地の史料調査等で得た書籍価格に関
わる史料の価格記事をデータベースに
加える。 

(2)史料調査と資料収集・整理 

 ①各地の図書館・文書館等に所蔵されてい
る近世書籍文化に関わる史料を渉猟し、
書籍価格に関わるものについて収集・整
理をおこなう。 

 ②書籍流通に関わる資料を収集・整理する。 

(3) 研究成果の公開と研究者間における研究
情報の共有化 

 『書籍文化史』を年１回のペースで編集・
発行する。「近世書籍研究文献目録」補遺
を連載し、寄稿された論考・資料紹介を掲
載し、研究者・研究機関に配布する。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)データ整備については、近世前期発行書籍
目録類のデータベース化を終え、近世後期
蔵版目録記事のデータベース化もほぼ完
了している。 

(2)史料調査、および資料収集・整理について
は、図書館・文書館等全国の公的所蔵機関
所蔵のものについて、過半の調査を終えて
いる。 

(3)『書籍文化史』は順調に発行を継続してお
り、寄稿も多く、研究者間における情報共
有に寄与していると思われる。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

データ化の遅れている史料もあるが、全体
的には、ほぼ当初予定していたとおりの分量
のデータ集積がなされている。 

史料調査については、九州地区を中心に、
未調査の機関を若干残している。 

雑誌の発行は計画どおり、年１回のペース
を継続している。 

 
４．今後の研究の推進方策 
(1)集積したデータをよりかつようしやすく

する方途を考える。すなわち、分類等の
フィールドの整備をおこない、類別にソ
ートできるような整備をおこなう。 

(2)未調査の資料、未入力のデータを早急に
消化する。 

(3)データの公開をおこなう。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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